
　

脱
炭
素
化
の
要
請
が
強
ま
っ
て
い
る
。
経
団
連
は

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
を
推
進
し
て
い
る
。
日
本

政
府
も
、
２
０
１
９
年
６
月
に
は
長
期
戦
略
に
お
い

て
「
最
終
到
達
点
と
し
て
の
『
脱
炭
素
社
会
』
を
掲

げ
、
そ
れ
を
野
心
的
に
今
世
紀
後
半
の
出
来
る
だ
け

早
期
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
し
、
さ
ら
に

２
０
２
０
年
10
月
に
菅
義
偉
首
相
は
、「
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

を
目
指
す
」
と
宣
言
し
た
。
２
０
５
０
年
の
80
％
削

減
は
無
論
の
こ
と
、
実
質
ゼ
ロ
排
出
も
当
然
な
が
ら

技
術
的
に
は
実
現
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
問
題

は
、
莫
大
な
コ
ス
ト
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

例
え
ば
、
２
０
５
０
年
実
質
ゼ
ロ
排
出
に
相
当
す
る

１
・
５
℃
目
標
で
は
、
世
界
で
費
用
最
小
化
で
あ
っ

て
も
２
４
５
〜
１
万
４
３
０
０
＄
／
ｔ
Ｃ
Ｏ
２（
中
央

値
２
８
０
０
程
度
）の
大
き
な
限
界
削
減
費
用（
こ
れ

以
下
の
費
用
の
対
策
を
世
界
で
全
て
実
施
し
た
時
、

目
標
達
成
が
期
待
出
来
る
水
準
）が
推
計
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
問
題
な
の
は
、
技
術
的
に
は
可
能
で
あ

る
こ
と
と
、
経
済
、
政
治
、
社
会
的
に
実
現
可
能
な

こ
と
と
の
間
に
、
極
め
て
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在

す
る
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
実
質
ゼ
ロ
排
出
を
実
現
す
る
に
は
ど

う
い
っ
た
対
策
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
こ
れ

に
取
り
組
む
べ
き
な
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
る

こ
と
と
し
た
い
。

実
質
ゼ
ロ
排
出
の
実
現
に
向
け
た 

対
策
の
方
向
性

　

ま
ず
、
技
術
的
な
点
を
確
認
す
る（
図
表
１
）。
脱

炭
素
化（
ゼ
ロ
排
出
）の
た
め
に
は
、
原
則
的
に
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、

化
石
燃
料
＋
二
酸
化
炭
素
回
収
貯
留（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）の
み

と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
は
、
一
部
、
バ
イ
オ
マ
ス
や
太
陽
熱
な
ど
の
直

接
利
用
は
あ
り
得
る
も
の
の
、
原
則
、
電
気
と
水
素

の
み
と
な
る
。
最
終
利
用
段
階
で
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
す

る
の
は
困
難
さ
が
一
層
増
し
、
コ
ス
ト
も
上
昇
し
や

す
い
た
め
で
あ
る
。
も
う
少
し
技
術
を
加
え
て
説
明

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
脱
炭
素
化
の
道
筋
と

経
団
連
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」へ
の
期
待
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特集 。新成長戦略

す
る
な
ら
、
水
素
の
利
用
形
態
も
様
々
あ
り
、
ア
ン

モ
ニ
ア
や
、
合
成
メ
タ
ン（
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）、
合

成
液
体
燃
料
と
し
て
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
は
、
水
素
の
形
を
変
え
て
、
よ
り
扱
い
や
す
く
し

負
の
排
出
技
術
が
貢
献
し
得
る
。
排
出
ゼ
ロ
に
近
づ

け
れ
ば
コ
ス
ト
は
急
激
に
上
昇
し
得
る
。
そ
の
た
め
、

Ｃ
Ｃ
Ｓ
な
し
で
も
化
石
燃
料
を
一
部
の
部
門
・
技
術

に
お
い
て
使
う
代
わ
り
に
、
負
の
排
出
技
術
で
そ
の

排
出
を
キ
ャ
ン
セ
ル
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
で
、
費
用
効

率
的
に
正
味
ゼ
ロ
排
出
を
実
現
す
る
こ
と
も
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
特
に
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
技
術
開
発
余
地

は
大
き
い
。

　

そ
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
常
に
最
重
要
な
気
候

変
動
緩
和
策
で
あ
る
。
従
来
は
、
単
独
の
技
術
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
い
か
に
高
め
る
か
に
注
力
さ
れ
て

き
た
。Society 5.0

時
代
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
駆
使
し
、
部
門
横
断
的
に
社
会
を
変
え
る
こ

と
で
、
我
慢
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
つ
ま
り
、
経
済

発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
な
く
、
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス
に

体
化
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
て
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
実
現
出
来
る
可
能
性
が
あ
る
。Society 

5.0

は
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
社
会
、
持
続
可
能
な
発

展
へ
の
光
を
示
す
方
向
性
で
あ
る
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」へ
の
期
待

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
広
範
な
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
経
団
連

は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
を
２
０
２
０
年
６
月

に
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
、
企
業
・
団
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
発
信
し
、
後
押
し
す
る
た

て
、
水
素
の
利
便
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
対
策
で
あ

る
。
た
だ
、
電
気
、
水
素
と
も
に
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
り
、
脱
炭
素
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、
化
石
燃
料
＋
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
い

ず
れ
か
か
ら
製
造
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
一
般
的
に
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
水
素
は
「
グ
リ
ー

ン
水
素
」、
化
石
燃
料
＋
Ｃ
Ｃ
Ｓ
由

来
の
水
素
は
「
ブ
ル
ー
水
素
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
脱
炭
素
化
と
い
う
点
で
言

え
ば
、「
グ
リ
ー
ン
水
素
」
は
海
外

の
豊
富
で
安
価
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、「
ブ
ル
ー
水
素
」
は

海
外
の
化
石
燃
料
と
海
外
に
大
き
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
存
在
す
る
地
中
の

Ｃ
Ｏ
２
貯
留
層
の
活
用
を
促
す
と
い

う
役
目
が
大
き
い
。
日
本
の
排
出
削

減
対
策
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
た

対
応
戦
略
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
以
上
は
グ
ロ
ス
で
ゼ
ロ
排

出
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
で
あ
る

が
、
実
質
つ
ま
り
正
味
で
ゼ
ロ
排
出

を
実
現
す
る
の
に
は
、
も
う
少
し
柔

軟
性
が
あ
る
。
植
林
、
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
＋
Ｃ
Ｃ
Ｓ
、
大
気
Ｃ
Ｏ
２
直

接
回
収
貯
留（
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）な
ど
の

図表１　一次エネルギーから見た実質ゼロ排出に向けた対策のイメージ
【国内の一次エネルギー供給】

【海外資源の利用】

【海外資源の利用】

原子力

CCS付き化石燃料

植林、鉱物化（コンクリートCCU）

国内再エネ

CCS無し
化石燃料

（生産国のCO₂制約が相対的に緩やかであれば、合成燃料の
ためのCO₂は化石燃料由来、厳しくなるとBECCS、DAC由来
となりやすい（後者は更にコスト上昇））

再エネ拡大のための
系統対策（含む蓄電池）

国内CO₂貯留

余剰再エネの
水素利用

BECCS、DACCS

負の排出削減技術（NETs）

海外CO₂貯留層の
利用（燃焼後）

海外CO₂貯留層の利用（燃焼前CO₂回収）（ブルー水素の輸入）

海外再エネ（グリーン水素）の利用
（水素、合成燃料（CCU）の輸入）

原子力

再エネ

化石＋CCS

省エネ、物資・サービスに
体化されたエネルギーの低減
（Society 5.0含む）
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め
の
枠
組
み
で
あ
る
。
２
０
２
０
年
11
月
末
時
点
で
、

参
加
企
業
・
団
体
数
は
１
₇
０
に
上
っ
て
い
る
。
部

門
横
断
的
な
連
携
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
中
で
、

大
変
重
要
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。
ま
た
、
実

質
ゼ
ロ
の
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
向
け
た
移

行（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）、
そ
し
て
、
緩
和
策（
排
出

削
減
策
）だ
け
で
は
な
く
、
気
候
変
動
適
応
策
、
そ

れ
ら
を
支
え
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
役
割
も
重
要
で
あ

る
。
参
加
企
業
・
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
ア
ク

シ
ョ
ン
は
、
ほ
ぼ
網
羅
的
に
重
要
な
対
策
が
カ
バ
ー

さ
れ
て
い
る（
図
表
２
）。
こ
れ
ら
全
体
を
カ
バ
ー
し

た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
の
も
と
で
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ア
ク
シ
ョ
ン
、
取
り
組
み
が
一
層
発
展
し
、

企
業
間
で
共
同
そ
し
て
競
争
し
、
有
機
的
に
機
能
し

て
い
く
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
大
幅
な
排
出
削
減
の
方
向
性
を
定
め
る
の

は
良
い
こ
と
で
あ
る
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
否

に
は
大
き
な
不
確
実
性
が
伴
い
、
ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
経
済
の
好
循
環
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
期
限
を
厳
格
に
切
っ
た
排
出
削
減
の
道

筋
に
は
固
執
し
過
ぎ
な
い
方
が
よ
い
。
技
術
開
発
に

は
相
応
の
我
慢
も
必
要
で
あ
る
。「
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
も
、
意
欲
を
示
す
一
つ
の

目
安
と
し
て
位
置
付
け
、
時
間
的
裕
度
を
有
し
て

「
経
済
と
環
境
の
好
循
環
」
を
維
持
し
な
が
ら
、
長

期
的
な
視
点
を
持
っ
て
排
出
削
減
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

図表２　総合的絵姿─脱炭素社会に向けたチャレンジ・ゼロの貢献

出所：経団連チャレンジ・ゼロ　ウェブサイト
https://www.challenge-zero.jp/jp/about/

522021・1
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